









































































































































































































従って､次の例文鋤 のように､② に相当する場合は､｢真偽判断｣ としか解釈できな






























































































































































































































5)本節 (2.2.1節)の考察は､金水 (1992)､宮崎 (1993)に負うところが大きい｡情報領
域の設定は､これらの先行研究と重なるのではないかと思われる｡ただし､本稿は､話者の領域
外の情報を､後に述べる(16)の①②③ のように区分しており､この点､金水 (1992)においては
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